


































リストテレスの哲学の権威を背景Kしたようなもので、 19世紀後半から 20 世紀へかけての頃
は、それが教育行政や学校経営の理論的根拠のーヲ(疋別用されていたのである。たとえば、セン
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トノレイスのテリーハリス(T e r r e y Har r i s; 1 8 3 5..._ 1 9 0 9) ， ポストンのヒノレブザック
















学校経営の関係領域で注目されるのが、原価計算 Ccost accountiロg) VC↑認する主恨が、
1 9 i 0年代のブランク‘スボウノレディグ (Frank Spaulding)などによって行われている
のであるo2) 彼は全国教育大学教官研究会 (National Society of OoJ lege Teach-








ピア大学教育学部のジ'ョ -c:/'ストレイヤー(Ge 0 r g e S t r a y e けによってなされた学校経営
陀対する科学的管理論の多様な適用である@ストレイヤーは、学校経営者養成計画 (School






一 (E1 1 wo 0 d J>. 0 u b" b e r 1 c y )が、やはりとの 10年代花、著書Public School A~ni­














念頭に強調した。それらの中で、教師K対する思いやりのある取り扱い(s ymp 0 t h e t i c t r -





ヱノレトン・メイヨー (Et t on May 0 )は、 1923----26年のイノレミネーγョンと労働者の















的学校経営理論は、実際の学校経営者 (School administrator!! =教育行政機関、学校
管理関係者)たちの頭上を通過していたのである O






民主主義(D e!i1O c r a c y )を強誠しはじめるO その趣意と万向が、クープマン(乱 obertG. 
Koopm an )、 ごー ノレ (Alice Miei)、 ミスナー (Paul J. Misner )らK よって、 f学











を重視しながら、いわば準経営的課題 (Sem i - a dm i n i s t r a t i v c a s s i gn me nt)解決の
実効子るけ.ていく役割を期待したのである。ヵート‘ノレクイン(K u r t.Lew i n )も類似した観
点から、教師の各種のグノレープに、民主化Kj:，.ける新たな意義を強調しているのも注目されるZ)
3. 社会科学・行動科学的経営論の拾頭












連邦教育Fi]OJ調主Uてよると、初等中等の教育人iコは、 19 5 0年代までlモそれ以前との比較で、















にと陀至って、一昔前の経営g;mがみな jシされて再登場する。たとえば、 1 9 3 8年のノミーナー
ドの「経営者の役割J( 'fh e F un c t i 0 n s 0 f t h e Exe c u tj ve )である08)イギリスのダグ
イストック (Tav i s t 0ck )の社会的技術システム(s 0 C i 0 -t e c hni c a 1s y s t ems )の用語
が合衆国の学校経営の舞台Uてあらわれて、普及しだしたりした。 9) ハーバード・サイモン (H-
erber t S imon ) の19 4 5年のAdministrative Behaviorは、産業社会だけでなく、
行政機関の管理を含むあらゆる経営者階層にとって不可欠のテキスト Kなった010)バーナードの
ものは、経営管理Kなける社会科学の適用を強調し、サイモンは意思決定Vとついて重視する。そ
うした中で、 トリスト(E r i cL. Tr i s t )の「ある環境条件内氏なける組織Jの観点は経堂の
新しい概念化の礎石になってL、くo 1 9 5 6年陀、グリアイス CDaniel E. Griffiths) (rC 
よって、 「学校経営Vてなける人間関係論J (H Uffi a n Re J a t i 0 ns i n Sc h 00 1 A出linistra-





はその中で、当時の学校経営理論を最も代表するのは、ヤコブ、グッツェノレス (Ja co b‘Cre t z-




こから出発すると自負する。との中で、 リチャード‘ロンズデーノレ(R. i c h 3 r ci O. Lo n s d a 1 e) 
は、強力にγステム概念を理論的基盤として学校経Jf:tvc導入適用する立場をとり、あらためてパ
ーナードの平衡理論 (theoryof equi J ibr ium)の上Kむきなjシしたo とのほかウィリア
ム・ディノレ CWi11 iam 九 Di11) はすイモンの意思決定論の理論的基夜~ (/C立ちながら、 新Tこ
な~t念構成を試み、ローレンス‘アイアンナコーン (Laurance Iannaccone)は、教育を政


















パート‘オーノレプノレック (Robert O. Allbrook ) は、 1 9 6 7年 5月のフォーチュン紙で、
次のように述べている014) すなわちミシガン大学の社会科学研究所長のレンシス・リッカート
( Re n s i s L i k e r t )は、「最も顕若な企業管理のスタイノレは、慈悲深い専詰IJ支配かあるいは独
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裁的管理と合議的管理(con s u 1 t a t i ve m anλge men t)との境界線上[ぞあるJといっている
というのである。そしてさらにオーノレプノレックは、 ワッヵートの論に向調しながら、それが何K
帰国するかというと、組織成員の人間的欲求や動機を無視して意思決定が、単K利潤追求の基礎





















シンシナチー市の教育長だった，ポール・ ξラー (Pau 1 Mi 1 1 er)は、人種問題と経済的な問題
が、教育(fiζなける解決:不能な経堂開 j誌だと述べている。とくに都市地区にふ・いてそれは深刻で、
その解決ぬま新しい学校経堂の考え方が要求されるとしている。都市の教青的問!遺児ついてほ、
教育社会学者のハビガースト (Rober t J. Ha v i 計nnst) が、 67年のNSSEの年報でィ大
都市地域を複雑な要素や社会的組織集団が錯そうして、本質的Kよ〈分らない地域社会(unp-











NSSEの65年報のグッドラット叩 (John 1. Goodlad) (((よれば、知識の量的、質的問
i五iの急速な拡大vcいかに対処していくかの教育的諸問題児、最初の指導性を当時とり出したのは、
教育委員会や学校自体の経言者や教l却にちからではなかっアこ。学会などの会員、つまり学者や研
究者たちであったoi 6) たとえば学校数学研究会 CSchoo1 M;ミthematic Study Groupニ
SrvlSQ)、物理科学研究会 (Physicell Science Study Committec=PS SC)、そして









ととろが、学:佼経3(((潟しては、カーノレ・プライデンパワ (Carl Bridenlコaugh)が M偉大










パーソンズ (Tolcott Parsons)は、「現代社会の構造と過程J (Structure and 




C inst i tut ional izat ion) にとって必要なととは、それらの資源や手段子いか托して確'保
するかを考えることである。次氏組織は、制度化された手続き過程 Cinst itutional ized 
procedures)をもつべきものであろう。それによって、いろいろの手段が包標達成の不動の過
程となっていく。さらK最後児、そこ的工、組織への委任の限界を明確κ意義づけ、規制寸る制















ととである。学校経誌におAける白標達成論(00 a 1 Ac c 0 m p 1 i s h m e n t i n S c h 001 Adm i -





グ‘アン‘イリッチ C1 van 1 1 1 i c h )の f学校教育のない社会J C De s c ho 0 1 i n g S 0 c i e t y )
であろう O 彼は、守べての学校を排除し、そのあとをインフォーマノレで非義務的な教育手段のネ
ットワークで麓きかえようとする01ヲ)向じく、注目されるのが有名なチャーノレズ・シjレパーマン








いないというものは学会関係では少ないという状i兄であったoポッフ・ハム(J a m es Pop ha叫


















科学、数学、外国語の授業を:強調する「国家防衛教育法J (National Defens日}jdu c a t i on 
Ac t)を19 5 8年比制定する。 19 6 3年ーには職業教育法が出て、完全濯用法が再びみな必さ













ったのは、サイモンの意思決定理論をふまえて、グリフィスやヂィノレ CWi II i am R. Di 1 ) 
らによって主張されたシステムズモデノレ花関する王室論であった。23)
1 966年児カリフォノレニア州では、 PPBSの導入が行われた。しかし γステム理論を法律
のiゃに持払込んた、のを、良く吟味した上でのことではなしうわべだけの理解をと，なして受容し
たということで憤慨するものもあった。それは 7年後K廃止されてしまった024) スタンフォー




25) みで、泥沼にはまり込むのを避けられないだろう J と一部きびしい克万があるのも事実であ
るO
i市記 本寺島工、とれで完結してはいなL、。しかし、すで托与えられた紙数を大きく越えている
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